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は
じ
め
に

　

報
告
者
の
研
究
目
的
は
、
茶
人
で
あ
る
と
と
も
に
連
歌
作
者
或
い
は
歌
人
で
も
あ
っ
た
人
々
の
活
動
の
実
態
、

茶
の
湯
と
和
歌
・
連
歌
と
の
間
に
存
在
す
る
影
響
関
係
を
正
確
に
解
き
明
か
し
、
そ
の
史
的
展
開
を
示
す
こ
と
で

あ
る
。
本
研
究
課
題
は
そ
の
起
点
と
し
て
、
中
世
末
期
か
ら
近
世
初
頭
の
主
要
な
茶
人
達
の
連
歌
に
関
わ
る
事
跡
、

及
び
掛
物
と
し
て
使
用
さ
れ
た
歌
人
・
連
歌
師
の
手
跡
の
情
報
を
収
集
し
、
考
察
を
行
っ
た
。

一
　

連
歌
作
者
と
し
て
も
活
動
し
た
茶
人
達
に
つ
い
て
は
、
本
研
究
助
成
へ
の
採
用
以
前
か
ら
調
査
を
行
っ
て
お
り
、

そ
の
成
果
の
一
部
は
先
に
発
表
し
た
拙
論「
千
利
休
の
文
事 

―
中
世
末
期
の
茶
人
と
連
歌
―
」(

『
茶
の
湯
文
化
学
』

第
二
六
号
、
二
〇
一
六
年
十
月)
で
示
し
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
、
武
野
紹
鷗
と
千
利
休
の
連
歌
へ
の
関
わ
り
は

従
来
の
認
識
よ
り
も
希
薄
な
も
の
で
あ
る
と
と
も
に
、
茶
の
湯
と
連
歌
と
の
関
係
を
論
じ
る
上
で
重
視
す
べ
き
な

の
は
、
張
行
へ
の
旺
盛
な
参
加
や
連
歌
師
と
の
多
面
的
な
親
交
が
確
実
に
認
め
ら
れ
る
辻
玄
哉
と
津
田
宗
及
で
あ

り
、
さ
ら
に
古
田
織
部
が
注
目
さ
れ
る
こ
と
を
述
べ
た
。

　

玄
哉
の
連
歌
活
動
に
つ
い
て
は
、
既
に
米
原
正
義
氏
や
木
藤
才
蔵
氏
等
が
詳
し
く
論
じ
て
い
る
（
１
）。
報
告
者

は
そ
れ
に
加
え
て
、
曼
殊
院
宮
良
恕
法
親
王(

一
五
七
四
―
一
六
四
三)

の
聞
書
に
、
玄
哉
が
無
想
連
歌
に
つ
い

て
の
不
審
を
宗
養
に
質
し
た
話
が
見
え
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

　

一
方
、
宗
及
も
堺
の
連
歌
作
者
の
一
人
と
し
て
木
藤
氏
に
取
り
あ
げ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
後
玄
哉
・
織
部
と
同

様
に
『
俳
文
学
大
辞
典
』『
連
歌
辞
典
』
に
も
立
項
さ
れ
て
い
る
（
２
）。
た
だ
し
、
具
体
的
な
活
動
に
対
す
る
言
及

は
乏
し
く
、
永
禄
六
年(

一
五
六
三)

か
ら
天
正
十
五
年(

一
五
八
七)
に
渡
っ
て
幽
斎
・
紹
巴
・
昌
叱
ら
と
多

く
一
座
し
、
元
亀
二
年(

一
五
七
一)

二
月
の
『
大
原
野
千
句
』
に
も
参
加
し
た
こ
と
が
触
れ
ら
れ
て
い
る
に
過

ぎ
な
い
。
報
告
者
は
こ
の
他
に
注
目
さ
れ
る
宗
及
の
活
動
と
し
て
、
永
禄
六
年
に
没
し
た
宗
養
の
追
善
百
韻
で
紹

巴
の
発
句
に
脇
を
付
け
て
お
り
、
こ
の
張
行
は
宗
及
の
も
と
で
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
、
ま
た
永
禄
十
二

年
八
月
七
日
に
行
わ
れ
た
紹
巴
・
幽
斎
・
昌
叱
の
三
吟
で
執
筆
を
務
め
て
お
り
、
張
行
を
運
営
す
る
際
の
作
法
に

も
通
じ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
述
べ
た
。

　

ま
た
、
先
行
研
究
は
宗
及
を
取
り
あ
げ
る
際
に
、
そ
の
一
族
で
珠
光
門
下
の
茶
人
と
さ
れ
る
宗
伯
を
、
肖
柏(

牡

丹
花
・
夢
庵)

門
下
の
連
歌
作
者
で
あ
る
宗
珀
と
同
一
視
し
て
言
及
し
て
い
る
が
、
こ
の
両
者
に
つ
い
て
は
拙
論

「「
牡
丹
花
的
伝
弟
子
」
伊
予
屋
宗
珀
」（『
国
語
国
文
研
究
』
一
四
六
号
、
二
〇
一
五
年
六
月)

で
別
人
と
考
え
ら

れ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

織
部
に
つ
い
て
は
木
藤
氏
が
活
動
を
概
観
し
た
後
、
近
年
鶴
﨑
裕
雄
氏
が
さ
ら
に
詳
し
く
論
じ
て
い
る
（
３
）。

し
か
し
、
両
氏
が
言
及
し
て
い
な
い
織
部
の
連
歌
で
、
伊
藤
敏
子
氏
が
取
り
あ
げ
て
い
た
近
衛
信
尹
と
の
青
何
百

韻
が
注
目
さ
れ
る
（
４
）。
こ
れ
は
慶
長
十
九
年(

一
六
一
四)

五
月
九
日
の
も
の
で
、
伊
藤
氏
は
信
尹
自
筆
に
よ

る
清
書
と
し
て
い
る
。
発
句
及
び
第
三
で
作
者
名
が
「
重
臧(

蔵
の
古
体)

」
と
記
さ
れ
、
六
句
目
か
ら
「
重
然
」

に
な
る
点
は
不
審
だ
が
、
信
尹
が
途
中
ま
で
書
き
誤
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
史
料
と
す
る
こ
と
に
問
題
が
な
い
場

合
は
、
伝
存
す
る
記
録
の
な
か
で
織
部
唯
一
の
両
吟
百
韻
、
か
つ
最
も
早
く
発
句
を
詠
ん
だ
張
行
で
あ
る
。
慶
長

十
九
年
の
織
部
に
は
信
尹
か
ら
連
歌
の
指
導
を
受
け
て
い
た
こ
と
を
示
す
書
状
、
及
び
参
加
し
た
張
行
の
記
録
が

そ
れ
ぞ
れ
多
数
残
る
が
、
そ
の
間
に
確
認
で
き
る
信
尹
と
の
一
座
は
こ
の
青
何
百
韻
の
み
と
い
う
点
も
あ
わ
せ
て
、

織
部
の
連
歌
の
な
か
で
特
に
重
要
な
も
の
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

二
　

和
歌
・
連
歌
に
関
わ
る
掛
物
が
茶
会
に
見
え
る
最
初
の
例
と
し
て
は
、
天
文
二
十
四
年(

一
五
五
五)

の
武
野

紹
鷗
に
よ
る
「
定
家
色
紙
」(

小
倉
色
紙)

の
使
用
が
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
内
容
に
疑
問
点
が
多
い
『
今
井

宗
久
茶
湯
書
抜
』
の
記
録
で
あ
る
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、『
天
王
寺
屋
会
記
』
に
も
弘
治
三
年

(

一
五
五
七)

三
月
二
十
九
日
の
津
田
宗
達
の
茶
会
を
は
じ
め
と
し
て
、
様
々
な
茶
人
に
よ
る
「
定
家
色
紙
」
の
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使
用
が
散
見
さ
れ
る
の
で
、
紹
鷗
が
没
す
る
前
後
か
ら
小
倉
色
紙
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
こ
と
は
認

め
ら
れ
る
。
以
降
、和
歌
が
記
さ
れ
た
掛
物
の
な
か
で
、小
倉
色
紙
を
中
心
に
定
家
が
関
わ
っ
た(

と
さ
れ
て
い
た)

も
の
は
大
き
な
割
合
を
占
め
る
。
そ
れ
ら
の
一
部
に
つ
い
て
は
、
名
児
耶
明
氏
が
い
わ
ゆ
る
四
大
茶
会
記
及
び
『
徳

川
実
紀
』『
隔
蓂
記
』
か
ら
、
万
治
三
年(

一
六
六
一)

ま
で
に
確
認
さ
れ
る
使
用
者
を
ま
と
め
て
い
る
（
５
）。

　

他
方
、
名
児
耶
氏
は
定
家
以
外
の
歌
人
・
連
歌
師
等
の
詠
作
や
手
跡
に
つ
い
て
も
、
四
大
茶
会
記
を
調
査
し
て

寛
永
年
間
ま
で
の
用
例
を
整
理
し
て
い
る
。
そ
の
傾
向
と
し
て
は
三
条
西
実
隆
・
肖
柏
・
宗
長
と
い
っ
た
宗
祇
門

下
の
連
歌
師
・
連
歌
作
者
達
、
そ
し
て
西
行
・
藤
原
俊
成
・
藤
原
家
隆
・
藤
原
良
経
と
い
っ
た
定
家
と
と
も
に
『
新

古
今
和
歌
集
』
の
中
核
を
担
っ
た
歌
人
達
に
関
わ
る
も
の
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、そ
の
他
に
は
紀
貫
之
、里
村
紹
巴
、

一
休
宗
純
、豊
臣
秀
吉
・
秀
頼
等
の
名
前
が
見
え
る
。た
だ
し
、い
ず
れ
も
小
倉
色
紙
に
比
し
て
使
用
回
数
は
僅
か
で
、

一
度
き
り
の
も
の
も
幾
つ
か
あ
る
。

　

以
上
は
主
要
な
茶
会
記
を
通
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
た
近
世
初
頭
ま
で
の
様
相
で
あ
る
が
、
名
物
記
か
ら
は
何
が

窺
え
る
か
。
ま
ず
、
近
世
以
前
の
名
物
記
に
見
え
る
の
は
「
定
家
色
紙
」
の
み
で
あ
る
。
そ
れ
さ
え
も
、
天
文
年

間
の
情
報
を
主
体
と
す
る
『
清
玩
名
物
記
』、
こ
れ
を
若
干
さ
か
の
ぼ
る
時
代
の
名
物
を
記
す
『
往
古
道
具
値
段
付
』

と
い
っ
た
紹
鷗
時
代
の
重
要
な
名
物
記
に
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
天
正
年
間
前
期
の
名
物
記
で
あ
る
『
天
正
名

物
記
』『
宗
久
宗
易
道
具
書
立
』
に
も
未
だ
見
え
ず
、
紹
鷗
没
後
三
十
年
を
経
て
『
天
正
十
三
年
名
物
記
』
に
「
秀

吉
様
御
物
分
」
と
し
て
「
定
家
色
紙
」
が
挙
げ
ら
れ
、
ま
た
『
山
上
宗
二
記
』
で
紹
鷗
旧
蔵
・
宗
久
所
持
及
び
宗

及
所
持
の
色
紙
が
言
及
さ
れ
「
右
定
家
の
色
紙
の
事
、
下
絵
あ
る
が
よ
し
。
下
絵
の
な
き
は
わ
ろ
し
」
と
述
べ
ら

れ
る
に
至
る
（
６
）。

　

で
は
、
近
世
に
入
っ
て
か
ら
名
物
の
評
価
を
明
確
に
得
た
の
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
。
近
世
の
名

物
記
と
し
て
は
将
軍
家
の
道
具
帳
が
あ
り
、
寛
永
以
降
の
も
の
が
数
種
紹
介
さ
れ
て
い
る
（
７
）。
最
も
年
代
が
早
い

の
は
、『
松
屋
名
物
集
』
に
「
家
光
公
」
の
部
と
し
て
載
せ
ら
れ
て
い
る
寛
永
九
年(

一
六
三
二)

の
内
容
で
、
そ

の
な
か
か
ら
和
歌
・
連
歌
或
い
は
歌
人
・
連
歌
師
に
関
わ
る
も
の
を
抜
き
出
す
と
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
（
８
）。

「
一
ノ
御
長
持
」「
歌
書
之
部
」

①
定
家
卿
あ
し
や
う
集　

②
忠
度
百
首　

③
定
家
卿
仮
名
づ
か
ひ

「
二
ノ
御
長
持
」「
掛
軸
之
部
」

④
定
家
卿
懐
紙　

⑤
両
筆
宗
祇
、

野
州
、

「
二
ノ
御
長
持
」「
歌
書
之
部
」

⑥
俊
成
卿
巻
物　

⑦
家
隆
巻
物　

⑧
伏
見
院
長
恨
哥　

⑨
同
手
本　

⑩
尊
円
琵
琶
行　

⑪
尊
円
伊
勢
物
語　

⑫
同
詞
花
集　

⑬
同
古
今　

⑭
為
家
伊
勢
物
語　

⑮
道
風
巻
物

⑯
大
乗
院
古
今　

⑰
東
野
州
古
今　

⑱
佐
理
手
本

「
三
ノ
御
長
持
」「
掛
軸
之
部
」

⑲
俊
成
定
家
両
筆　

⑳
定
家
文　

㉑
東
野
州
懸
ヶ
物

　

全
体
を
見
た
場
合
、
①
③
④
⑲
⑳
と
定
家
に
関
わ
る
も
の
が
や
は
り
多
い
。
そ
れ
に
次
ぐ
の
は
「
二
ノ
御
長
持
」

「
歌
書
之
部
」
に
⑩
～
⑬
が
集
中
し
て
見
え
る
尊
円
法
親
王
で
あ
る
。
尊
円
法
親
王
は
青
蓮
院
流
の
祖
と
し
て
知
ら

れ
る
が
、
同
じ
部
に
収
め
ら
れ
た
伏
見
院
・
小
野
道
風
・
藤
原
佐
理
も
能
書
と
し
て
著
名
な
人
々
で
あ
る
。

　

し
か
し
「
掛
軸
之
部
」
に
注
目
す
る
と
、
定
家
以
外
で
用
い
ら
れ
て
い
る
の
は
⑤
と
㉑
で
い
ず
れ
も
「
東
野
州
」、

つ
ま
り
東
常
縁
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
。
一
方
で
「
歌
書
之
部
」
に
も
⑰
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
近
世
初
頭
に
は
定

家
に
加
え
て
常
縁
の
詠
作
や
手
跡
が
名
物
と
し
て
重
用
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

⑤
は
以
降
の
将
軍
家
の
道
具
帳
に
も
記
載
さ
れ
続
け
る
が
、
そ
の
献
上
者
を
示
す
場
合
、
織
部
の
名
が
記
さ
れ

て
い
る
（
９
）。
ま
た
、
将
軍
家
の
道
具
帳
の
情
報
が
接
合
さ
れ
て
い
る
『
毛
利
家
書
戴
名
物
記
』
の
「
掛
物
」
の
部

を
見
て
も
、「
古
田
織
部
見
出
シ
名
物
ニ
ナ
ル
」
と
い
う
一
群
の
な
か
に
『
定
家
俊
成
両
筆
』
と
『
東
野
州
宗
祇
両
筆
』

が
あ
る
（
１ ０
）。

　

他
方
、
茶
会
記
か
ら
確
認
で
き
る
常
縁
の
詠
作
・
手
跡
の
使
用
は
僅
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
初
見
は
や
は

り
織
部
の
茶
会
記
で
、『
古
織
会
附
』
慶
長
十
六
年(

一
六
一
一)

正
月
二
十
六
日
昼
の
条
に
「
床
に
常
縁
・
宗
祇

両
筆
懸
物
」
と
あ
る
（
１ 1
）。
ま
た
、
織
部
流
の
伝
書
で
あ
る
『
古
田
織
部
正
殿
聞
書
』「
聞
書
五
」
に
も
、「
東
野
州
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之
手
跡
、
歌
、
発
句
、
文
、
何
も
用
可
出
也
。
発
句
に
野
州
脇
を
せ
ら
れ
た
る
、
野
州
之
被
書
た
る
を
、
古
織
之

掛
候
也
」
と
い
う
記
述
が
見
え
る
（
１ 2
）。
な
お
、織
部
の
後
は
弟
子
で
あ
る
小
堀
遠
州
が
、寛
永
十
八
年(

一
六
四
一)

三
月
二
日
朝
等
に
、
常
縁
書
写
の
『
古
今
和
歌
集
』
を
鎖
の
間
の
棚
に
用
い
て
い
る
（
１ 3
）。

　

こ
う
し
た
状
況
に
鑑
み
て
、
常
縁
の
詠
作
や
手
跡
が
名
物
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
の
は
、
織
部
が
見
出
し
て
使
用

し
た
こ
と
に
端
を
発
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

お
わ
り
に

　

和
歌
や
連
歌
に
造
詣
が
深
く
、
そ
の
影
響
を
茶
の
湯
に
反
映
さ
せ
た
茶
人
と
し
て
は
、
紹
鷗
と
遠
州
が
重
視
さ

れ
て
き
た
。
し
か
し
、
紹
鷗
が
連
歌
に
関
わ
っ
た
こ
と
を
明
確
に
示
す
同
時
代
の
日
記
や
張
行
の
記
録
は
無
き
に

等
し
く
、
む
し
ろ
玄
哉
・
宗
及
、
そ
し
て
織
部
に
連
歌
作
者
と
し
て
注
目
す
べ
き
活
動
が
確
認
で
き
る
。
一
方
で
、

織
部
は
歌
人
の
東
常
縁
・
そ
の
弟
子
で
連
歌
師
の
宗
祇
に
よ
る
両
筆
を
掛
物
と
し
て
用
い
、
以
降
常
縁
の
詠
作
・

手
跡
は
名
物
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
紙
幅
の
都
合
で
言
及
し
得
な
か
っ
た
が
、『
茶
道
長
問
織
答
抄
』

を
は
じ
め
と
す
る
諸
般
の
茶
書
か
ら
は
、
織
部
が
度
々
和
歌
・
連
歌
の
引
用
に
よ
っ
て
自
身
の
思
想
を
示
し
て
い

た
こ
と
も
窺
え
る
。

　

織
部
は
連
歌
作
者
の
側
面
を
持
つ
と
と
も
に
、
遠
州
以
前
に
道
具
・
精
神
の
両
面
で
茶
の
湯
と
和
歌
・
連
歌
を

深
く
結
び
つ
け
て
い
た
存
在
と
し
て
、改
め
て
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。
今
後
は
織
部
の
書
状
や
聞
書
、

織
部
に
関
わ
る
伝
書
等
に
注
目
し
て
さ
ら
に
考
察
を
進
め
、
茶
の
湯
と
和
歌
・
連
歌
と
の
関
係
の
展
開
に
お
い
て

織
部
が
果
た
し
た
役
割
を
、
よ
り
明
確
な
も
の
と
し
た
い
。

注（
１
）   

米
原
正
義
「
武
野
紹
鷗
の
一
ノ
弟
子 

辻
玄
哉
」(

『
茶
道
雑
誌
』
一
九
六
一
年
九
・
十
月
号
所
収)

、
木
藤
才 

         

蔵
『
連
歌
史
論
考 

下
』(

増
補
改
訂
版
、
明
治
書
院
、
一
九
九
三
年)

参
照
。
以
下
、
木
藤
氏
の
説
は
こ

         

の
論
考
に
拠
る
。

（
２
）   『
俳
文
学
大
辞
典 

普
及
版
』(

角
川
学
芸
出
版
、
二
〇
〇
八
年
※
親
版
一
九
九
五
年)

、
廣
木
一
人
編 『
連
歌          

         

辞
典
』(

東
京
堂
出
版
、
二
〇
一
〇
年)

。

（
３
）　

鶴
﨑
裕
雄
「
古
田
織
部
の
連
歌
と
茶
の
湯
」(

『
茶
の
湯
文
化
学
』
二
十
三
号
、
二
〇
一
五
年
三
月)
参
照
。

（
４
）　

千
賀
四
郎
編
『
茶
道
聚
錦
四　

織
部
・
遠
州
・
宗
旦
』(

小
学
館
、
一
九
八
三
年)

図
版
番
号
74
参
照
。

（
５
）   

名
児
耶
明
「「
小
倉
色
紙
」
と
茶
」(

戸
田
勝
久
先
生
喜
寿
記
念
論
集
刊
行
会
編
『
武
野
紹
鷗 

わ
び
の
創
造
』  

         

所
収
。
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
九
年)

参
照
。

（
６
）   

引
用
は
、
熊
倉
功
夫
校
注
『
山
上
宗
二
記 

付
茶
話
指
月
集
』(

岩
波
書
店
、
二
〇
〇
六
年)

に
拠
る
。

（
７
）   

矢
野
環
『
君
台
観
左
右
帳
記
の
総
合
研
究 

茶
華
香
の
原
点 

江
戸
初
期
柳
営
御
物
の
決
定
』(

勉
誠
出
版
、

        

一
九
九
九
年)

参
照
。

（
８
）   

引
用
は
、『
茶
道
古
典
全
集　

第
十
二
巻
』(

淡
交
社)

に
拠
る
。

（
９
）  

（
７
）
に
同
じ
。

（
１０
）   

引
用
は
、
筒
井
紘
一
編
『
茶
道
学
大
系
第
十
巻 

茶
の
古
典
』(

淡
交
社
、
二
〇
〇
一
年
）
に
拠
る
。

（
１ 1
）   

引
用
は
、
市
野
千
鶴
子
校
訂
『
古
田
織
部
茶
書
二
』(

思
文
閣
出
版
、
一
九
八
四
年)

に
拠
る
。

（
１ 2
）   

引
用
は
、市
野
千
鶴
子
校
訂『
古
田
織
部
茶
書
一
』(

思
文
閣
、一
九
七
六
年)

に
拠
る
。
読
点
は
私
に
補
っ
た
。

（
１ 3
）   

小
堀
宗
慶
編
『
小
堀
遠
州
茶
会
記
集
成
』(

主
婦
の
友
社
、
一
九
九
六
年)

参
照
。


